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福山都市圏交通円滑化総合計画の概要

●福山都市圏の概要●福山都市圏の概要

福山市

府中市

井原市

笠岡市

尾道市
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福山都市圏交通円滑化総合計画の概要

渋滞緩和 地球温暖化防止・

◆交通円滑化総合計画の目的◆交通円滑化総合計画の目的

短縮目標６分

◆ 2003～2007年(H15～H19)短期目標◆ 2003～2007年(H15～H19)短期目標

▲ 目標とする所要時間短縮のイメージ

ピーク時と
オフピーク時の
所要時間差を
１／３に短縮
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福山都市圏におけるＭＭの特徴

特徴①　５ヵ年(以上)継続して実施特徴①　５ヵ年(以上)継続して実施

特徴②　持続のための仕組みづくり（FM局との連携）特徴②　持続のための仕組みづくり（FM局との連携）

特徴③　さまざまな施策を総合的にパッケージ特徴③　さまざまな施策を総合的にパッケージ

特徴④　ＭＭ(エコ通勤)の効果を都市圏レベルで初めて実測特徴④　ＭＭ(エコ通勤)の効果を都市圏レベルで初めて実測
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特徴①

５ヵ年(以上)継続して実施
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主体施策「ベスト運動」設定の経緯

 

 Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７～ 

        

 

中心部 
ループバス 

中心部 
レンタサイクル

中心部 
ループバス

バスロケ４ヶ月

パーク＆バスライド

パーク＆レールライド

社会実験， 
アンケート等

による住民の
交通行動実態
意識の把握 ノーマイカーデー

３日間 

ノーマイカーデー
５日間 

住民意識 
の醸成 

交通フォーラム 

検討体制 
福山地域都市交通円滑化推進計画策定委員会 

計画の検討・策定 
福山都市圏交通円滑化総合計画推進委員会

計画の推進・実施 
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ノーマイカーデーの試行結果

　参加日
　参加方法

を絞らない
２，７００人 ４，８００人４，８００人

参加者 延べ参加人数

２，２００人 ５，７００人５，７００人

3日間Ｈ１５

期間

5日間Ｈ１６

▲平成１６年ノーマイカーデーの実施効果　（期間中日平均による年間換算値）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

382600
420400

231700
269500

0

1 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0

実施前 実施中

t - c o 2 /年

17300
19200

10600
12300

0

5 0 0 0

1 0 0 0 0

1 5 0 0 0

2 0 0 0 0

実施前 実施中

千人時間 /年

＜ＣＯ２排出量＞ 渋滞損失時間  

９％
減少

１０％
減少

全車
全車

全
車 

小
型 

全
車 

小
型 

２ヵ年連続で高い効果を確認※　（実態調査結果より）

Ｈ１６ Ｈ１６

6※赤星・岡森・川西・垪和・谷口：地域ラジオ局との提携に基づくMMの試み、－福山都市圏における経年的な取り組みを通じて－、第１回JCOMM、2006.7



定着に向けた施策の転換

Ｂｉｎｇｏ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌｌｙ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ
（備後地域における 　　　環境に配慮した 　　　持続可能な 　　　かしこいクルマ使い方）

 

2005 年度（平成１７年度）からの取組み方針 

主体施策 ベスト運動（ノーマイカーデー通年実施） 
ＴＤＭ施策 

時差出勤 

中心部レンタサイクル 

中心部ループバス 

情報提供システム（バスロケーションシステム） 

マルチモーダル

施策 

Ｐ＆Ｒ，Ｐ＆ＢＲ，サイクルアンドライド 

ＴＦＰ調査 啓発活動 
自発的変化を 

促すｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

定
着
支
援
施
策 

フォーラム等 

 

重点取り組み施策

ノーマイカーデー 

時差出勤 

中心部レンタサイクル 

中心部ループバス 

バスロケーションシステム 

交通情報提供システム 

 

ＭＭ
（ＴＤＭ施策）
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特徴②

持続のための仕組みづくり
（ＦＭ局との連携）
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主体施策「ベスト運動」の仕組み

◆持続のための仕組みの構築※ ⇒ 2006年(Ｈ18年)1月より開始◆ 持続のための仕組みの構築※ ⇒ 2006年(Ｈ18年)1月より開始

運動全体をマネジメント

委 員会

運動全体をマネジメント

委 員会

運動の運営資金を提供

協賛企業

運動の運営資金を提供

協賛企業

ベスト運動へ参加

会　　員

ベスト運動へ参加

会　　員

会員情報・システム管理

エフエムふくやま

会員情報・システム管理

エフエムふくやま
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〈参考〉支援団体（パートナー）の選定※

会員特典を持つ会員特典を持つ

大型スーパー大型スーパー

ＪＡＦＪＡＦ

コンビニコンビニ

目的が整合
環境，中心部活性化

目的が整合
環境，中心部活性化

エコショップ
認定店

エコショップ
認定店

商店街
組合

商店街
組合

公共的な要素を持つ公共的な要素を持つ

井原鉄道
ＪＲ，バス事業者

井原鉄道
ＪＲ，バス事業者

市営プール
市営駐車場

市営プール
市営駐車場

観光協会観光協会

 

これからの福山の生活文化をリードする 
新しい会員の母体 

ノーマイカーデー会員の拡大 ファンカード会員の拡大 

双方の呼びかけ 

一般住民の方々 

委 員 会 （株）エフエムふくやま 

○運動の定着化 

○渋滞緩和，環境改善 

○街中への訪問機会の増加

○地域の活性化 

地域意識の高い住民 
広  報 

真に価値のある情報を発信し、

備後地域の生活文化の発展に寄与

地域の活性化に寄与

10※赤星・岡森・川西・垪和・谷口：地域ラジオ局との提携に基づくMMの試み、－福山都市圏における経年的な取り組みを通じて－、第１回JCOMM、2006.7



「ベスト運動」の特徴

相　乗　り 渋滞を避けた時差出勤

公共交通利用自転車利用

月に1回　できるときに　できることを

　　　　⇒　実施日・方法は任意
　　　　⇒　会員目標１．６万人

月に1回　できるときに　できることを

　　　　⇒　実施日・方法は任意
　　　　⇒　会員目標１．６万人

特徴①特徴①
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月に1回　参加状況の報告

　　　　⇒　結果を集計し毎月報告

月に1回　参加状況の報告

　　　　⇒　結果を集計し毎月報告
特徴②特徴②

「ベスト運動」の特徴

委員会ベスト会員

報 告

参加報告
依頼メール

効果速報
（HP）

▼メールによるコミュニケーション
▼参加人数、所要時間短縮効果、渋滞損失時間
　 及びＣＯ2排出量の削減効果(速報値)をフィードバック
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「ベスト会員」の確保に向けた活動①

◆戦略的・計画的広報活動の実施◆戦略的・計画的広報活動の実施

活動展開

2006（H18）年度
06/04～07/03

2007（H19）年度
07/04～08/03

2005（H17）年度
06/01～03

会員数
増加状況

知ってもらう

実行してもらう

11000名

2000名 6000名

ウエイト
イメージ

知って
もらう ８：２

実行して
もらう

知って
もらう ５：５

実行して
もらう

知って
もらう ２：８

実行して
もらう

『知ってもらう』 活動から 『実行してもらう』 活動へ 重みをシフト
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「ベスト会員」の確保に向けた活動②

◆『知ってもらう』ための活動◆ 『知ってもらう』ための活動

▲ ラッピングバスの運行 ▲ 道路標示板の活用

　国道２号　国道１８２号道路情報板 活用

　３社　各１台ラッピングバス 運行

備　考項　目
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「ベスト会員」の確保に向けた活動③

◆『実行してもらう』ための活動◆ 『実行してもらう』ための活動

▲ イベントへのブース出展 および 会員募集活動 ▲ ポスター＆リーフレット

回覧： １３万 世帯対象
ＴＦＰ： ４ 件

地域アプローチ

訪問： ２２０ 店舗店舗アプローチ

出展： ２０ 件イベント参加

接触：延べ ２５００ 社
訪問： ３５０ 社
ＴＦＰ： ６ 件

企業アプローチ

実　施項　目
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協賛企業の確保に向けた活動②

Ｈ17年度期(H17.10～H18.9)

２０社 （８０万円）

◆ 協賛しやすい環境づくりを構築・更新◆協賛しやすい環境づくりを構築・更新

②協賛金額の
見直し要望

①協賛金窓口に
対する改善要望

③地域運動の
　明確化要望

④企業活動への
活用要望（ＣＳＲ）

Ｈ18年度期(H18.10～H19.9)

８５社 （１５７万円）

Ｈ19年度期(H19.10～H20.9)

１３０社 （２２０万円）

・ バリエーションの
　設定（３万円ｏｒ１万円）

・ 委員会事務局による
窓口設置

・ ５市 首長連名
による「支援」

・５市 商工会議所
による「後援」

・企業別参加状況
報告書の作成

要望
対応 対応

要望

協
賛
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

H17年度～H19年度期　協賛継続率 ： ８０ ％

５６社企業別報告書導入希望：
16



〈参考〉企業別参加状況報告書

◆企業別参加状況報告書の作成※◆企業別参加状況報告書の作成※

毎月の

　参加人数，参加回数，ＣＯ2削減量

　 　　　　　を企業単位で集計しフィードバック

＜活用イメージ＞

　・社内で掲示し、従業員の意識向上

　・ＨＰなどに掲載し、対外的なＰＲ

　・ＩＳＯの目標値として設定　　･･･など

17※渡辺・谷口・赤星・川西・岡森・垪和：福山都市圏交通円滑化施策の実効を目指したMMの取り組みについて、第２回JCOMM、2007.7



特徴③

さまざまな施策を総合的にパッケージ
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持続の仕組み 『ベスト運動』

（受け皿）

・市民勉強会の開催

「ベスト運動」の定着支援施策

意識・行動変化を促す

ための施策

・ 企業ＴＦＰ

・ 居住地ＴＦＰ

・ 小学校ＴＦＰ

・ フォーラム

・ イベントなど

参加しやすい環境づくり

のための施策

・中心部レンタサイクル

・交通情報提供システム

・中心部ループバス

・交通結節点整備など

◆都市圏レベルで様々な施策をパッケージ化◆都市圏レベルで様々な施策をパッケージ化
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小学校ＴＦＰ（定着支援施策）

１回目

①地球温暖化を知る

②地球温暖化実験
　 車からのＣＯ２を知る

２回目 ③～④行動プラン作成

３回目
⑤全体効果把握
＆フィードバック

事後調査

事前調査

知って
もらう

実行して
もらう

◆ 小学校ＴＦＰのパッケージ化
※◆小学校ＴＦＰのパッケージ化
※

ＴＦＰ効果
（Ｈ１９実績）

保護者の行動変化の割合
　　　　約５０％以上

駅家西小学校
　５年生の「総合的な学習」(２学期)で

実施・継続
　（2005(Ｈ17)年度～2007(Ｈ19)年度）

Ｈ１９取組み実績

20※岡森・赤星・川西・垪和・谷口：学校教育ＴＦＰの取組みとその地域への展開、－福山都市圏での試みから－、第１回JCOMM、2006.7



企業・居住地ＴＦＰ（定着支援施策）

ベスト運動
の紹介

動機付け

スライド上映
による
地球温暖化
防止の訴えかけ

「ベスト運動」
　　　　の紹介
　　　＋
会員募集

（20分）

（30分）

（10分）

全体効果
把握

全体での
ＣＯ２削減効果
を集計・提示

行動プラン
作成

「おでかけ
　 ふくやマップ」
を用いた
行動プラン作成

知って
もらう

実行して
もらう

◆ 企業・居住地ＴＦＰのパッケージ化◆企業・居住地ＴＦＰのパッケージ化

企　 業 ： 企業訪問とあわせてＴＦＰ募集

居住地 ： 「まちづくり推進委員会」の
　　　　　　　　　　ネットワークを活用し募集

ＴＦＰ効果
（Ｈ１９実績）

会員登録率　約５０％

Ｈ１９取組み実績
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交通情報提供システム（定着支援施策）

◆公共交通機関ＯＤルートサーチシステム◆公共交通機関ＯＤルートサーチシステム

「行動プラン」 作成に活用
小学校ＴＦＰ

企業・居住地ＴＦＰ

●インプット
　・ マップ上で目的地，出発地の設定
　・ 出発（到着）日時

●アウトプット
　・ バス路線（乗換え案内含む）
　・ 乗降バス停名（位置）
　・ 時刻表，運　賃
　・ マイカー抑制効果
　　⇒ ＣＯ２削減量，歩行増加量
　・ 自転車所要時間
　・ 鉄道も含めた経路検索

●その他の機能
①バス停検索 ②路線案内 ③乗場案内

ルートサーチ機能

持続⇒バス事業者３社が最新の情報に更新

《おでかけふくやマップ》

http://odekake.fukuyamap.jp/
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特徴④

ＭＭ(エコ通勤)の効果を
都市圏レベルで初めて実測
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交通円滑化総合計画の目標設定

中心部福山市役所

尾道市役所

沼隈支所 鞆支所

松永駅

府中市役所

井原市役所

笠岡市役所

神辺支所

福山市域

福山都市圏域

福山市外 ： 現状維持

福山市内
ピーク時とオフピーク時
との所要時間差を １／３に短縮

◆所要時間の短縮◆所要時間の短縮

＜所要時間の短縮目標設定＞

２８分

２５分

３３分

４８分

４２分

３１分

４１分

２４分

目標
所要時間
（Ｈ19）

-０６分

-０８分

-１０分

-１９分

-１２分

-１２分

-０６分

-０６分

目標
短縮時間

５４分尾道方面

４３分松永方面

４７分井原方面

３４分笠岡方面

基準
所要時間
（Ｈ14）

３３分

４３分

６７分

３０分神辺方面

府中方面

沼隈方面

鞆方面

※各方面からの所要時間は、
　旅行速度調査(H14実施)結果より

目標設定時（Ｈ14）の
都市圏の交通状況を実測
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所要時間短縮の達成状況
（主要８方面における円滑化効果把握実態調査結果より）

尾道市役所

沼隈支所 鞆支所

福山市役所

松永駅

府中市役所

井原市役所

笠岡市役所

神辺支所

※所要時間は、
　自動車プローブ調査
　(H20.3実施)結果より

100％達成
（-6分）

100％達成
（-１３分）

100％達成
（-２１分）

100％達成
（-１３分）

75％達成
（-６分）

33％達成
（-２分）

50％達成
（-３分）

42％達成
（-５分）

毎年（Ｈ14～Ｈ19）
都市圏の交通状況

を実測

達成状況をチェック

↓

施策にフィードバック

◆所要時間短縮の達成状況（Ｈ19）◆ 所要時間短縮の達成状況（Ｈ19）

25



渋滞損失時間の削減効果
（主要８方面における円滑化効果把握実態調査結果より）

ベスト運動による
渋滞損失時間削減量

(H17⇒H19)

約 ６０万人時間／年
※ベスト運動の参加報告人数より、所要時間の短縮効果を推計し、
　その効果による渋滞損失時間の削減量を算出

毎年（Ｈ14～Ｈ19）
都市圏の交通状況を実測

毎月のベスト運動参加報告
（Ｈ17～Ｈ19）

26

ＭＭの
効果を
実測

506

386
330

363 340
300

0

100

200

300

400
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主要８方面における
ピーク時 渋滞損失時間削減量

(H14⇒H19)

約 ２０６万人時間／年

ベスト運動による効果割合

約３割

▼主要８方面におけるピーク時渋滞損失時間

※各年自動車プローブ調査及び交通量･渋滞長調査結果より算出



ＣＯ２排出量の削減効果
（主要８方面における円滑化効果把握実態調査結果より）

ベスト運動によるＣＯ2削減量
(H17⇒H19)

約 ７ 千ｔ-ＣＯ2／年
※ベスト運動の参加報告人数より、所要時間の短縮効果を推計し、
　その効果によるＣＯ2の削減量を算出
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毎年（Ｈ14～Ｈ19）
都市圏の交通状況を実測

毎月のベスト運動参加報告
（Ｈ17～Ｈ19）

ＭＭの
効果を
実測
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主要８方面における
ピーク時 ＣＯ2削減量
(H14⇒H19)

約 １１千ｔ-ＣＯ2／年

ベスト運動による効果割合

約６割

▼主要８方面におけるＣＯ２排出量

※各年自動車プローブ調査及び交通量･渋滞長調査結果より算出



「ベスト運動」の費用対効果

ＣＯ2排出取引額（※１）

=2,894円/t-CO2

ＣＯ2排出量削減便益

=0.2億円/年

時間価値（乗用車）=63円/分（※２）

乗車人員（乗用車）=1.3人/台

渋滞損失時間削減便益

=17.5億円/年

◆便益Ｂ　：　１７．７億円◆便益Ｂ　：　１７．７億円 ◆費用Ｃ　：　２．７億円◆費用Ｃ　：　２．７億円

年　度 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

費用（万円） ６,０００ １３,０００ ８,０００

意識・行動
変化を促す
施策

仕組み構築
効果調査
学校ＴＦＰ

広報活動
効果調査
学校ＴＦＰ
企業ＴＦＰ

広報活動
企業ＴＦＰ
居住地ＴＦＰ

環境づくり
中心部
レンタサイクル

交通情報提供
システム

ＣＯ２排出量 削減効果 渋滞損失時間 削減効果

７千 ｔ-ＣＯ２/年 ６０万人時間/年

０.２億円/年 １７.５億円/年

「ベスト運動」の費用対効果

Ｂ／Ｃ≒７

※１；ＣＯ2排出取引額=2,894円/t-CO2

　　　「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針」

　　　　　改定案（H20.06.04　国土交通省報道発表資料より）

※２；時間価値（乗用車）≒ 63円/分・台

　　　「費用便益分析マニュアル」

　　　　　平成15年8月　国土交通省道路局都市･地域整備局
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ＭＭ施策の定着に向けた課題

●一過性の施策としないためにも
　　　　　　　　「持続」させるための仕組みの構築

● ある特定ユーザだけが対象でなく、
　　　　　　　　地域全体の取組み　としての認知の確保

● 計画・実行していくための財政面など諸条件の整備

● 一過性の施策としないためにも
　　　　　　　　「持続」させるための仕組みの構築

● ある特定ユーザだけが対象でなく、
　　　　　　　　地域全体の取組み　としての認知の確保

● 計画・実行していくための財政面など諸条件の整備
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ＭＭ成功の理由

●国・県・市の連携　（連携の持続；担当者のスムーズな引継ぎ）

　　⇒月に1回程度、事務局会議を開催

● 福山の地域特性（企業特性）

　　⇒地域大手企業の協力が得られた（部会にも参加）

●アイデア活用の自由度の高さ（ダメもとでやってみる）

●イベントの有効活用（コミュニケーションの重視）

● 施策を総合的にマネジメント

　　⇒実態調査による効果把握

　　　　　　　　　　各種施策を段階的にリリース（ＰＤＣＡ）


